
船舶事故等調査報告書 

平成２７年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４広第１９７号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年９月２１日 ２０時２０分ごろ 

発生場所 島根県西ノ島町大
おお

桂
かつら

島南方沖 

赤灘鼻灯台から真方位０３０°９３０ｍ付近 

（概位 北緯３６°０２.７３′ 東経１３３°００.２１′） 

事故等調査の経過  平成２６年１１月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 彦
ひこ

丸、１.３８トン 

 ＳＮ３－１３１７６（漁船登録番号）、個人所有 

 第２７２－２１９２９号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船尾船底部に擦過傷、シューピースに曲損等 

 事故等の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、知人（以下「同乗者」という。）

２人を乗せ、釣りを終えて西ノ島町黒島鼻沖を北東進中、平成２６年

９月２１日２０時２０分ごろ、大桂島南方沖の岩礁に乗り揚げた。 

船長は、後方を同航していた僚船に引き下ろしを依頼したが、引き

下ろすことができなかったので、同乗者と共に僚船に乗り移って帰港

した。 

本船は、翌朝、僚船により引き下ろされ、西ノ島町浦郷港までえい
．．

航された後、修理された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項  黒島鼻は、島根県隠岐諸島の西ノ島南端に位置し、その北北東方沖

に大桂島がある。 

 船長は、月に４～５回釣りに出て、本事故発生場所付近を昼間に何

度も航行したことがあり、大桂島南方沖に岩礁があることは知ってい

た。 

 本船には、ＧＰＳプロッターが搭載されており、大桂島は表示され

ていたが、以前に航行した針路線コースや岩礁などは記録されていな

かった。 

 船長は、本事故当時、ＧＰＳプロッターを見て航行していなかっ

た。 

 船長は、大桂島の島影を見て、同島西方沖に向けて航行していると



思っていた。 

 船長及び同乗者２人は、いずれも救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、黒島鼻沖を北東進中、船長が、大桂島の島影を見て、同島

西方沖に向けて航行しているものと思い、船位の確認を適切に行って

いなかったことから、同島南方沖に向けて航行していることに気付か

ず、同島南方沖の岩礁に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、黒島鼻沖を北東進中、船長が、大桂島の

島影を見て、同島西方沖に向けて航行しているものと思い、船位の確

認を適切に行っていなかったため、同島南方沖に向けて航行している

ことに気付かず、同島南方沖の岩礁に乗り揚げたことにより発生した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ＧＰＳプロッター等を活用して、本船と陸岸等との位置関係を確

認しながら航行すること。 

 


